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 10章では、本研究の結論をまとめると共に、将来展望として、本研究で扱った物質設
計と体験設計を接続する領域における、設計者のアイディアを広げるための作り方や
ツールの可能性、またさらなる機能統合の可能性について論じている。 
 
 本研究の独創性は、従来独立して進んできた材料設計、デバイス設計、インタラクショ
ン設計の領域を横断的に調査・俯瞰することでその分野を接続させるための微細構造と
いう領域を見出したことにある。そして、それを実現するためにナノスケールからマク
ロスケールまで包括的な設計を行い、新たなインタラクション体験を実現し、それぞれ
の特徴と課題をまとめることで各分野の知見を接続した。さらには展示レベルまでそれ
ぞれのプロトタイプの完成度を高めて示したことも重要な貢献であると考える。 
 
 本研究は物質への機能統合の新しい設計領域を切り開いたといえる。これらの成果は、
著者が自立した研究者として研究活動を行うために必要な創造力、分析力およびその基礎となる
豊かな学識を有することを十分示したものと言える。よって本論文の著者は博士（政策・メディ
ア）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
